
茨城県警察採用説明会
～警察行政職員編～

茨城県警察



① 警察官…約４，８００人
法律に基づき、
・人の生命、身体、財産を守る
・犯罪捜査、逮捕、治安維持

を行うことが仕事

② 警察行政職員…約５４０人
行政事務の面から警察活動を支えるエキスパート

・組織運営、会計業務、情報管理など
・多種多様な分野で能力発揮
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警察学校

・本部 ６部門（3８所属）
・警察学校
・警察署 28署
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管轄する地域の警察業
務を取扱い、県民のため
に治安維持に努めます。
茨城県警には28の警察
署があります。
その他、91の交番、123
の駐在所があります。

28署
91交番
123駐在所 （平成30年4月1日現在）



組織の人的基盤・職員の生活基盤を支

える

～主な業務～

行政職員の採用、人事異動、昇任試験

に関すること

職員の給料及び諸手当に関すること

公務災害補償に関すること

人事・給与

新しいものを創り出す仕事

～主な業務～

重要政策の企画、長期計画の策定

規則等の改正、組織の再編・整備

勤務制度・勤務環境に関すること

業務の合理化・効率化に関すること

企画・立案



こんな仕事もあるんです

～主な業務～

警察施設の維持管理

交通安全施設の予算執行・検査・維持

管理

財産管理

警察活動を支える仕事

～主な業務～

予算の編成及び執行

物品の調達、職員の給与の支払い

装備資器材の管理運用

会計



警察活動を広くアピール

～主な業務～

ホームページやＳＮＳ等の警察広報

受付・庁舎見学に関すること

広報・企画

情報管理システムのエキスパート

～主な業務～

情報セキュリティ対策

ＯＡ機器の整備

茨城県警察専用システムの開発

情報管理



警察署の顔として

～主な業務～

運転免許証関係事務

車庫証明等許認可事務

免許業務

経験を重ね技術を磨くスペシャリスト

～主な業務～

足こん跡、写真、指紋の３係に分かれ

て証拠品の照合・鑑定

鑑識



 地域手当６％を含んだ額

 学校卒業後一定の経験年数がある人は、上記金額

に一定額が加算

 このほか扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤
務手当、期末・勤勉手当（年２回（６月、１２月））等の支
給有り

区分 学歴 給料月額
(H31.4.1現在）

高校卒業程度 高校卒 １６２，１８０円

大学卒業程度 大学卒 １９８，４３２円



【勤務時間】

 午前８時３０分～午後５時１５分

※ 予算編成や議会対応、担当業務により残業することもあります。

【休暇制度】

 完全週休２日制（原則土曜、日曜、祝日休み）

 年次休暇（有給休暇）

１年につき２０日（４月に採用された年は１５日）

 特別休暇

夏季休暇５日、結婚、忌引、育児、介護等



【配置・勤務先・昇任】

 異動に関する自己申告（年１回実施）

・ 希望業務、勤務地など

 配置換のサイクル

・ ３～５年が目安

 筆記、面接及び勤務成績による選考に基づき

上位の職に昇任

・ 主事・技師→主任→係長→課長補佐→課長

→参事（部長級）



〈本部〉
課長補佐
主査

〈警察署〉
会計課長

係員

主任

係長

〈本部〉
施設室長
管理官

〈警察署〉
副参事

〈本部〉
参事
課長

主事
（２２歳）

主任
（３０歳）

係長
（３５歳）

主査
課長補佐
（４２歳）

副参事

所属長

30.0％ 19.1％ 4.2％ 0.7％

※ 下段の数字は、全体の人数に対し占める割合

24.6％ 21.9％



【福利厚生】

 共済制度

医療・年金給付等

 健康管理

定期健康診断、人間ドック等

 宿泊保養施設・レクリエーション

宿泊保養施設（全国１３か所）、ホテルやスポーツクラブなどの

施設を割安料金で利用可能

 育児・介護支援制度

深夜・時間外勤務の制限、始業・就業時刻の変更



大卒 高卒 総計 大卒 高卒 総計 大卒 高卒 総計

採用予定 7 5 12 8 6 14 7 5 12

受験者数 49 44 93 43 45 88 44 47 91

合格人数 8 5 13 5 7 12 6 8 14

競争倍率 6.1 8.8 7.2 8.6 6.4 7.3 7.3 5.9 6.5

平成30年度平成28年度 平成29年度



【警察事務（高校卒業程度）の場合】

年齢：平成10年４月２日～

平成14年４月１日までに生まれた人

※ 上記資格に該当しても、日本国籍を有しない人、地方公務員法第16条

各号のいずれかに該当する人は不可

受験申込方法

・ 必ずインターネットによる方法で申し込んでく

ださい。

・ スマートフォンにも対応



• ８月７日（水）～８月23日（金）まで
受付期間

（2019年度）

• 教養試験（択一式 ２時間）

• 作文試験（記述式 １時間）

第一次試験〔教養〕

第二次試験〔作文〕

９／2９（日）
• 人事委員会ＨＰに掲載
• 合格者のみに、いばらき電子申請・届出サー
ビス上で通知

一次合格発表（10/8）

• 職務遂行に必要な適性の有無について検査適性検査（10/16）

• 個別面接
口述試験

10／21～10／31の間で１日

• 人事委員会ＨＰに掲載

• 合格者のみに、いばらき電子申請・届出サー
ビス上で通知

最終合格発表(11/2)


